
新
宮
山
彦
ぐ
る
ー
ぷ
第
２
１
７
７
回 

 

大
型
連
休
中
の
登
山
者
対
応 

 

◇
実
施
日 

４
月
２
９
日
（
金
）
～
５
月
８
日
（
日
） 

 
 

◇
参
加
者 

別
紙 
対
応
状
況
参
照 

 

４
月
２
９
日
（
金
） 

 

雨 

 

今
年
の
連
休
は
雨
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
新
宮
で
も
午
後
、
か
な
り
の
雨
量
が

あ
り
一
日
で
１
２
０
ミ
リ
を
越
え
て
い
た
。
４
月
下
旬
に
し
て
は
気
温
が
低
い

状
態
が
続
い
て
い
た
の
で
、
奥
駈
道
を
歩
く
登
山
者
の
皆
さ
ん
は
苦
労
さ
れ
た

こ
と
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
か
、
行
仙
宿
や
平
治
宿
に
宿
泊
予
定
だ
っ
た
人
が
持

経
宿
に
変
更
さ
れ
た
よ
う
で
、
持
経
宿
の
宿
泊
者
数
が
若
干
多
く
な
っ
た
。 

 

４
月
３
０
日
（
土
） 

 

晴 

 

山
彦
の
メ
ン
バ
ー
１
３
人
が
行
仙
宿
に
ビ
ー
ル
、
コ
ー
ラ
な
ど
を
荷
揚
げ
。 

水
場
整
備
、
水
汲
み
、
補
給
路
の
改
修
を
行
う
。
本
来
は
連
休
前
に
済
ま
せ
て

お
き
た
か
っ
た
が
、
天
候
や
他
の
事
情
で
連
休
２
日
目
に
な
っ
た
。 

村
吉
さ
ん
は
３
０
日
午
後
か
ら
４
泊
５
日
の
予
定
で
持
経
宿
に
入
宿
さ
れ
た
。 

 

５
月
１
日
（
日
） 
 
 

雨 

 

連
休
中
の
天
気
予
報
で
、
４
月
２
９
日
と
５
月
１
日
だ
け
が
雨
の
予
報
だ
。 

予
報
通
り
雨
と
な
っ
た
こ
の
日
、
湯
川
君
が
知
人
の
山
田
さ
ん
の
奥
駈
縦
走

（
本
宮
→
弥
山
）
の
サ
ポ
ー
ト
で
行
仙
宿
へ
出
向
い
た
。 

 

５
月
２
日
（
月
） 

 
 

晴 

 

５
月
２
日
は
行
仙
宿
に
生
熊
さ
ん
が
（
一
泊
）
、
持
経
宿
に
豊
嶋
、
樋
口
、

前
田
の
お
三
方
が(

二
泊
）
で
入
宿
し
小
屋
番
を
す
る
と
申
し
出
を
頂
い
た
。 

お
昼
前
、
１
１
時
過
ぎ
頃
に
前
田
さ
ん
か
ら
電
話
が
あ
り
「
池
郷
林
道
が
崩
土

で
通
行
で
き
な
い
た
め
引
き
返
し
て
き
た
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
。 

す
で
に
持
経
宿
入
り
し
て
い
る
村
吉
さ
ん
が
閉
じ
込
め
ら
れ
て
し
ま
う
、
と
心

配
が
先
に
立
っ
た
。
今
日
は
梶
野
君
が
行
仙
宿
に
行
く
こ
と
を
思
い
出
し
て
電

話
を
入
れ
る
。
前
鬼
口
手
前
を
走
行
中
と
の
こ
と
で
、
池
郷
林
道
の
崩
土
を
伝

え
現
場
の
石
人
に
向
か
っ
て
も
ら
っ
た
。
暫
く
し
て
電
話
が
あ
り
、
池
原
か
ら

１
０
分
足
ら
ず
の
所
で
崩
土
が
あ
り
、
規
模
は
大
き
く
な
い
が
人
力
で
の
除
去

は
難
し
い
、
と
報
告
が
あ
っ
た
。
梶
野
君
は
そ
の
足
で
役
場
に
行
っ
て
状
況
を

伝
え
、
和
田
君
が
す
ぐ
に
対
応
し
て
く
れ
、
そ
の
日
の
夕
方
に
は
通
行
可
能
に

な
っ
た
。
豊
嶋
グ
ル
ー
プ
は
白
谷
林
道
経
由
で
持
経
宿
に
入
宿
し
た
。 

   

朝
は
少
し
ゆ
っ
く
り
出
て
行
仙
宿
に
向
か
っ
た
。
晴
天
だ
が
気
温
が
低
く
、

伯
母
峰
の
道
路
脇
の
温
度
計
は
１
２
℃
だ
っ
た
。
前
鬼
橋
の
手
前
で
沖
崎
さ
ん

か
ら
電
話
が
あ
り
「
池
郷
林
道
が
崩
土
で
通
行
で
き
な
い
。
持
経
宿
に
向
か
っ

た
豊
嶋
さ
ん
か
ら
連
絡
が
あ
っ
た
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
崩
土
の
場
所
は
ゲ
ー

ト
ま
で
の
村
道
部
分
ら
し
い
の
で
、
現
場
を
確
認
に
向
か
っ
た
。 

池
原
か
ら
２
．
８
㎞
の
所
で
防
護
ネ
ッ
ト
の
上
部
か
ら
２
～
３
㎥
の
土
砂
が
落

ち
て
村
道
を
塞
い
で
い
た
。
少
し
大
き
な
岩
も
あ
り
人
力
で
の
撤
去
は
難
し
い
。 

幸
い
今
日
は
連
休
の
間
の
平
日
で
、
官
公
庁
は
休
み
で
は
な
い
。
す
ぐ
に
下
北

山
村
役
場
に
向
か
い
崩
土
の
様
子
を
伝
え
て
対
処
を
お
願
い
す
る
。
そ
の
場
で

担
当
の
課
長
が
業
者
に
連
絡
し
、
早
け
れ
ば
今
日
中
に
処
置
で
き
る
と
の
お
答



え
を
頂
い
た
。
そ
の
旨
を
沖
崎
さ
ん
に
連
絡
し
て
行
仙
宿
に
向
か
っ
た
。 

Ｒ
４
２
５
の
カ
ナ
ウ
ナ
ギ
ト
ン
ネ
ル
の
少
し
上
で
下
っ
て
き
た
村
吉
さ
ん
と

出
会
っ
た
。
池
郷
林
道
不
通
の
情
報
は
、
林
道
を
歩
い
て
き
た
登
山
者
か
ら
聞

い
て
、
白
谷
林
道
経
由
で
降
り
て
き
た
そ
う
だ
。
役
場
に
は
連
絡
済
み
と
伝
え

て
別
れ
た
。 

 
 

 
 

 

村
道
の
崩
土 

 
 
 
 

 

丸
太
を
二
つ
割
に 

 
 
 

生
熊
さ
ん
作
業
中 

 

補
給
路
登
山
口
に
到
着
、
生
熊
さ
ん
の
軽
ト
ラ
が
停
ま
っ
て
い
る
。
昼
食
を

済
ま
せ
て
モ
ノ
レ
ー
ル
で
登
る
。
モ
ノ
レ
ー
ル
終
点
で
直
径
１
０
㎝
位
の
丸
太

を
半
割
に
し
て
み
た
。
少
し
時
間
は
か
か
る
が
き
れ
い
に
半
分
に
す
る
こ
と
が

出
来
た
。
送
電
線
下
の
補
給
路
補
修
個
所
で
、
生
熊
さ
ん
が
後
片
付
け
を
し
て

い
た
。
小
屋
に
戻
る
直
前
だ
っ
た
。 

行
仙
宿
に
到
着
し
て
、
児
嶋
さ
ん
か
ら
リ
ク
エ
ス
ト
が
あ
っ
た
発
電
機
台
の
低

床
化
を
行
う
。
事
前
に
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
通
り
の
加
工
が
で
き
、
発
電
機
を

元
通
り
に
置
い
て
テ
ス
ト
す
る
。
ス
タ
ー
タ
ー
を
引
く
が
や
は
り
重
く
て
エ
ン

ジ
ン
を
ス
タ
ー
ト
と
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
生
熊
さ
ん
と
交
代
で
２
０
分
ほ

ど
奮
闘
し
た
が
諦
め
た
。 

 
 

 
 

 

発
電
機
台
を
低
床
化 

 
 
 

本
日
の
宿
泊
者 

 
 
 

 

テ
ン
ト
は
３
張 

 

小
屋
に
戻
っ
て
ス
ト
ー
ブ
の
傍
に
注
意
書
き
を
張
り
、
火
を
入
れ
て
登
山
者

を
待
っ
た
。
午
後
３
時
前
か
ら
続
々
と
登
山
者
が
到
着
し
、
午
後
５
時
に
は
１

３
人
が
着
い
て
内
３
名
が
テ
ン
ト
泊
だ
っ
た
。
薄
暗
く
な
り
始
め
た
午
後
６
時

過
ぎ
に
下
山
し
た
。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
記
；
梶
野
） 

 

５
月
３
日
（
火
） 

 

晴 

 

沖
崎
、
湯
川
の
２
名
で
持
経
宿
に
向
か
っ
た
。
池
郷
林
道
は
ど
こ
で
崩
土
が

あ
っ
た
の
か
全
く
判
ら
な
い
ほ
ど
き
れ
い
な
状
態
だ
っ
た
。 

持
経
宿
で
は
豊
嶋
グ
ル
ー
プ
は
平
治
宿
に
行
っ
た
た
め
に
会
う
こ
と
が
出
来

ず
、
村
吉
さ
ん
は
通
過
者
の
対
応
に
忙
し
い
。 

児
嶋
さ
ん
が
ト
ラ
ッ
ク
で
一
人
や
っ
て
き
て
、
２
泊
し
て
台
所
の
床
や
壁
を
工

事
す
る
と
い
う
。
こ
の
ま
ま
だ
と
持
経
宿
の
小
屋
番
が
５
名
に
な
る
の
で
、
村

吉
さ
ん
は
行
仙
宿
に
移
動
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
沖
崎
、
湯
川
の
２
名
は
池
郷



林
道
経
由
で
行
仙
宿
に
向
か
い
、
行
仙
宿
で
小
屋
番
を
し
て
い
た
生
熊
さ
ん
は

村
吉
さ
ん
と
交
代
し
て
、
午
後
４
時
半
頃
に
３
名
で
下
山
し
た
。 

 

５
月
４
日
（
水
） 

 

晴 

 

昨
夜
行
仙
宿
で
小
屋
番
を
し
た
村
吉
さ
ん
は
午
後
に
下
山
し
、
こ
の
日
の
宿

泊
小
屋
番
は
居
な
か
っ
た
。 

持
経
宿
で
は
豊
嶋
グ
ル
ー
プ
の
３
人
が
お
昼
ご
ろ
に
下
山
し
、
児
嶋
さ
ん
が
一

人
残
っ
て
の
小
屋
番
と
な
っ
た
。 

 

５
月
５
日
（
木
） 

 

晴 

 

持
経
宿
の
児
嶋
さ
ん
は
本
日
下
山
、
工
事
は
８
割
方
完
成
し
た
が
、
細
か
い

仕
上
げ
が
残
っ
て
い
る
ら
し
く
、
連
休
後
に
再
び
工
事
す
る
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
。
５
日
以
後
は
持
経
宿
の
小
屋
番
が
不
在
に
な
っ
た
。 

 
 

 
 

 

登
山
口
で 

 
 

 
 
 

 

シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ 

 
 
 
 

水
を
汲
み
上
げ
る 

 

行
仙
宿
は
山
本
、
志
岐
の
お
二
人
が
５
、
６
、
７
日
の
３
日
間
小
屋
番
を
担

当
さ
れ
て
、
梶
野
君
の
車
で
３
人
が
入
宿
。
沖
崎
も
差
し
入
れ
を
持
っ
て
行
仙

宿
に
向
か
っ
た
。
梶
野
君
は
夕
方
ま
で
行
仙
宿
に
居
て
い
っ
た
ん
帰
宅
し
た
。 

気
温
が
低
い
た
め
か
ビ
ー
ル
の
売
れ
行
き
は
芳
し
く
な
い
が
、
コ
ー
ラ
は
飛
ぶ

よ
う
に
売
れ
て
い
た
。 

  

午
前
９
時
前
に
吉
野
口
で
山
本
、
志
岐
の
２
名
を
拾
っ
て
行
仙
宿
に
向
か
う
。 

補
給
路
登
山
口
で
沖
崎
さ
ん
と
合
流
し
て
４
人
で
登
り
だ
す
。
行
仙
宿
で
昼
食

後
沖
崎
さ
ん
は
下
山
。
通
過
す
る
登
山
者
が
３
名
あ
っ
た
。
中
の
一
人
が
「
鳥

が
落
ち
て
ま
す
よ
」
と
言
う
の
で
窓
の
下
を
見
る
と
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
が
床
に
落

ち
て
痙
攣
し
て
い
た
。
窓
に
激
し
く
ぶ
つ
か
っ
て
脳
震
盪
を
起
こ
し
て
い
る
よ

う
な
の
で
、
外
に
出
し
て
岩
の
上
に
置
い
た
。
震
え
て
は
い
る
が
両
足
で
立
っ

て
い
る
の
で
、
大
丈
夫
だ
ろ
う
と
思
い
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
た
が
、
い
つ
の

間
に
か
い
な
く
な
っ
て
い
た
。 

 
 

 
 

 

発
電
機
室
に
照
明 

 
 

 

本
日
の
宿
泊
者 

 
 
 
 

 

テ
ン
ト
２
張 

４
月
３
０
日
に
５
０
リ
ッ
タ
ー
位
の
水
を
く
み
上
げ
た
が
、
ポ
リ
タ
ン
ク
は
す



っ
か
り
空
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
３
人
で
２
７
リ
ッ
タ
ー
を
担
ぎ
上
げ
た
。
小

屋
に
戻
っ
て
発
電
機
室
に
照
明
を
増
設
し
た
。
気
温
が
上
昇
し
た
た
め
か
、
先

日
ま
で
始
動
が
難
し
か
っ
た
発
電
機
は
難
無
く
始
動
し
、
山
本
さ
ん
は
電
気
釜

で
お
米
を
炊
い
た
。
午
後
４
時
前
か
ら
登
山
者
が
到
着
し
始
め
る
。
２
名
が
小

屋
泊
、
２
名
が
テ
ン
ト
泊
だ
っ
た
。
夕
方
に
な
る
と
寒
さ
が
増
し
て
き
た
の
で

ス
ト
ー
ブ
に
火
を
入
れ
る
。
テ
ン
ト
泊
の
２
名
と
１
５
分
ほ
ど
話
を
し
、
寒
か

っ
た
ら
小
屋
に
避
難
す
る
よ
う
勧
め
て
下
山
し
た
。 

 
 

（
記
；
梶
野
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

５
月
６
日
（
金
） 

 
 

晴 

 

梶
野
君
一
人
が
行
仙
宿
へ
、
小
屋
番
の
山
本
さ
ん
、
志
岐
さ
ん
の
お
手
伝
い

に
向
か
う
。 

 

夕
方
か
ら
沖
崎
宅
で
天
ぷ
ら
パ
ー
テ
ィ
開
催
（
１
４
名
参
加
） 

 
 

 
 

 

 

登
山
口
に
着
く 

 
 
 

 
 

行
仙
宿
小
屋
で 

 
 

ド
イ
ツ
人
登
山
者
と
一
緒
に 

行
仙
宿
に
向
か
う
途
中
、
大
淀
町
付
近
で
志
岐
さ
ん
か
ら
「
コ
ー
ラ
の
残
り
が

少
な
い
」
と
連
絡
が
あ
り
、
吉
野
町
の
ス
ー
パ
ー
で
１
０
本
調
達
し
た
。 

コ
ー
ラ
を
持
っ
て
行
仙
宿
に
着
く
と
、
新
宮
ま
で
乗
せ
て
欲
し
い
と
い
う
ド
イ

ツ
人
登
山
者
が
待
っ
て
い
た
。
獨
協
大
学
の
講
師
で
、
日
本
に
４
０
年
住
ん
で

い
る
と
い
う
。
昼
食
後
、
ド
イ
ツ
人
登
山
者
と
新
宮
に
向
か
う
。
不
動
ト
ン
ネ

ル
、
宮
井
経
由
で
新
宮
に
向
か
っ
た
が
、
奥
瀞
の
道
の
駅
で
ト
イ
レ
休
憩
を
し

て
い
る
と
国
道
を
見
慣
れ
た
ト
ラ
ッ
ク
が
通
過
し
た
。
通
行
量
が
少
な
い
の
で

奥
瀞
道
路
で
そ
の
ト
ラ
ッ
ク
に
追
い
つ
い
た
。
バ
イ
ク
の
コ
ジ
マ
と
書
い
て
あ

る
。
や
は
り
児
嶋
さ
ん
だ
っ
た
。
小
森
か
ら
の
帰
り
道
だ
っ
た
よ
う
で
、
新
宮

手
前
の
信
号
待
ち
で
車
を
降
り
て
声
を
か
け
た
。
新
宮
駅
の
観
光
案
内
所
で
ド

イ
ツ
人
を
降
ろ
し
て
、
湯
川
家
に
向
か
う
。
処
分
に
困
っ
て
い
た
大
き
な
木
の

根
っ
こ
を
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
小
さ
く
切
っ
た
。
捨
て
に
行
き
た
い
が
大
き
く
て

車
に
入
ら
な
か
っ
た
ら
し
い
。 

 
 

 
 

 

湯
川
邸
で
木
を
切
る 

 
 
 

 
 
 

 
 

天
ぷ
ら
パ
ー
テ
ィ
ー 

夕
方
５
時
半
か
ら
天
ぷ
ら
パ
ー
テ
ィ
ー
、
メ
イ
ン
に
な
る
は
ず
の
コ
シ
ア
ブ
ラ

は
保
存
状
態
が
悪
く
全
部
だ
め
に
な
っ
た
そ
う
で
、
ヨ
モ
ギ
や
ア
シ
タ
バ
な
ど

が
メ
イ
ン
に
な
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
記
；
梶
野
） 



 

５
月
７
日
（
土
） 

 
 

晴 

 

行
仙
宿
で
３
日
間
小
屋
番
を
務
め
て
く
だ
さ
っ
た
山
本
さ
ん
と
志
岐
さ
ん

は
本
日
下
山
、
梶
野
君
の
車
で
帰
宅
し
た
。
３
日
間
ご
苦
労
様
で
し
た
。 

 

 
 

 
 

 

登
山
者
に
対
応
中 

 
 

 

地
デ
ジ
も
受
信
可
能
に 

 
 
 

本
日
の
参
加
者 

 

朝
８
時
に
新
宮
を
出
て
、
宮
井
か
ら
行
仙
宿
に
向
か
う
。
ま
だ
時
間
も
早
い

の
で
小
森
の
児
嶋
邸
を
探
し
に
行
っ
た
。
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
が
並
ん
だ
小
森
の

集
落
は
判
っ
た
が
、
六
角
の
建
物
は
発
見
で
き
な
か
っ
た
。 

行
仙
宿
に
到
着
、
昼
食
後
、
発
電
機
が
動
く
の
で
テ
レ
ビ
を
つ
け
て
地
デ
ジ
の

受
信
を
試
み
る
。
取
説
を
読
み
な
が
ら
な
ん
と
か
設
定
が
出
来
、
三
重
県
の
放

送
が
受
信
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
間
に
も
通
過
す
る
登
山
者
が
数
組
あ

り
、
志
岐
さ
ん
が
対
応
し
て
く
だ
さ
っ
た
。 

午
後
１
時
半
、
登
山
口
に
下
山
し
帰
宅
し
た
。 

 
 
 
 
 

（
記
；
梶
野
） 

 

５
月
８
日
（
日
） 

 
 

晴 

 

今
日
が
大
型
連
休
最
終
日
、
沖
崎
、
湯
川
の
２
名
で
持
経
宿
、
平
治
宿
に
向

か
う
。（
池
郷
林
道
ピ
ス
ト
ン
） 

持
経
宿
到
着
後
、
す
ぐ
に
平
治
宿
に
向
か
う
。
平
治
宿
で
は
小
屋
内
外
の
見
回

り
チ
ェ
ッ
ク
と
清
掃
を
行
い
、
水
場
へ
降
り
て
水
槽
の
状
態
や
、
段
差
の
傷
み

具
合
を
調
べ
る
。
段
差
は
最
下
部
の
岩
場
付
近
で
早
急
に
補
修
が
必
要
な
部
分

が
見
ら
れ
た
。 

小
屋
に
戻
り
志
納
箱
を
開
け
る
。
入
れ
ら
れ
た
金
額
か
ら
、
連
休
中
に
２
０
人

位
の
利
用
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
持
経
宿
に
引
き
返
し
て
、
小
屋
内
外
を
清
掃
し

下
山
し
た
。 

 

連
休
中
、
各
小
屋
の
小
屋
番
な
ど
色
々
ご
協
力
を
頂
き
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

今
年
の
連
休
は
コ
ロ
ナ
の
一
段
落
感
も
あ
り
、
３
つ
の
小
屋
で
お
よ
そ
１
５
０

人
の
利
用
が
あ
り
ま
し
た
。 

「
小
屋
番
の
方
に
親
切
に
し
て
頂
き
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
」
と
の
声

を
何
件
か
頂
い
て
い
ま
す
。 

 

来
年
は
コ
ー
ラ
の
在
庫
を
増
や
す
こ
と
と
、
な
ん
と
か
小
屋
番
の
空
白
を
な

く
す
こ
と
が
課
題
に
な
り
そ
う
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
記
；
沖
崎
） 


